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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上方が開放している筐体と、この筐体内に配設され検体を遠心分離するロータを収納す
る鍔付きの容器と、前記筐体の上方開口部に設けられ前記容器が挿入される開口を有する
上面板と、前記筐体に開閉自在に取付けられ前記筐体の上方面開口部を覆うドアと、前記
上面板に取付けられ前記ドアの閉蓋時に前記ドアと前記上面板との間の隙間をシールする
エッジゴムとを備えた遠心分離機において、
　前記上面板の開口部の径を前記容器の鍔部の外径より大きくし、前記上面板の裏面に容
器支持用弾性部材を取付金具を介して取付け、前記容器を前記筐体内に前記上面板より下
方に位置させて収納し、前記エッジゴムに前記上面板の下方に延在する押圧部を設け、こ
の押圧部と前記容器支持用弾性部材とで前記容器の鍔部を挟持したことを特徴とする遠心
分離機の容器取付構造。
【請求項２】
　前記取付金具の剛性を前記上面板の剛性より低くしたことを特徴とする請求項１記載の
遠心分離機の容器取付構造。
【請求項３】
　前記エッジゴムに環状溝を設け、この環状溝に押えリングを嵌着したことを特徴とする
請求項１または２記載の遠心分離機の容器取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、遠心力を利用して血液等の検体を分離する遠心分離機に関し、さらに詳述す
れば特にロータを収納するチャンバーを形成する容器の取付構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　遠心分離機は、ロータを高速回転（通常数千～数万ｒｐｍ）させて血液、尿、生化学的
サンプル等の検体（液体試料）を遠心分離する機器であるため、運転中にロータが破壊し
たりバケットがロータから外れると、大きな破壊エネルギとなってロータを収納する容器
を破壊し、その破片や周辺部材の破片が機外に飛散することが想定される。このため、ロ
ータ破壊時の安全性を確保するようにした従来技術として、例えば、特許文献１～３等に
開示されている遠心分離機が知られている。
【０００３】
　また、遠心分離機のロータ破壊に対する安全性を確保するための国際安全規格「ＩＥＣ
６１０１０－２－０２０」では、ロータ破壊による破片の許容される飛散距離を遠心分離
機から四方に３００ｍｍ以内の範囲とし、かつ破片の大きさが２ｍｍ以下になるように義
務付けている。
【０００４】
　前記特許文献１に記載されている遠心分離機は、閉蓋時に筐体上面とドアとの隙間をシ
ールするドアパッキンの中空部内に筐体の上面開口部の周縁部に沿ってドアパッキンの弾
性変形を抑制するばね鋼等からなる弾性体部材を挿入したものである。このような構成に
よれば、ロータの破壊時に生じる風圧などによる大きな破壊エネルギがドアおよびドアパ
ッキンを変形させようとしたとき、ドアパッキンの変形（押し潰し変形）が内部に組み込
まれている弾性体部材によって抑えられるため、ドアとドアパッキンとの間に隙間が生じ
ず、破片が機外に飛散するのを防止することができるとしている。
【０００５】
　前記特許文献２に記載されている遠心分離機は、ロータ等の破片が機外に飛散しないよ
うにロータ室（容器）を囲繞する円筒状の防護壁を回転可能に設けている。このような構
成によれば、ロータ破壊時の破片の衝突で生じた偶力（回転力）によってロータ室および
保護壁を回転させ、遠心分離機本体に偶力を伝達させないようにすることができるとして
いる。
【０００６】
　前記特許文献３に記載されている遠心分離機は、ドアの内面に突起部を設けている。こ
のような構成によれば、ロータの破壊時に突起部が破片の衝突によってドアから外れてロ
ータ室内に落下することにより、内部の破片の動きを抑制するため、破片が機外に飛散す
るのを防止することができるとしている。
【０００７】
　図４は従来の遠心分離機における容器の取付構造の要部を示す断面図である。同図にお
いて、１は上方が開放している有底箱型の筐体、２は筐体１内に配設されチャンバーを構
成する容器、３は筐体１の上面開口部を覆う開閉自在なドア、４は環状のエッジゴムであ
る。筐体２の上端開口部にはテーブルを構成する上面板５が一体に設けられており、この
上面板５の下面に前記容器２の鍔部２Ａをスタッドボルト６とナット７とによって固定し
ている。また、上面板５の内周縁部には前記エッジゴム４が取付けられており、このエッ
ジゴム４によりドア３の閉蓋時にドア３の下面側に設けた裏板８を受け止め支持すること
により、ドア３と上面板５との間の隙間をシールしている。
【０００８】
　図５は従来の遠心分離機における他の容器の取付構造の要部の断面図である。ここに示
す容器の取付構造は、容器２の外径Ｄを上面板５の穴径Ｄ1 より小さくして鍔部２Ａをエ
ッジゴム４とともに上面板５の上面に止めねじ１０によって固定することにより、筐体１
からの容器２の取外しを容易にしたものである。
【０００９】
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【特許文献１】特開２００７－１４８３４号公報
【特許文献２】特開２００１－１０４８２７号公報
【特許文献３】特開平８－２６６９３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上記した従来の遠心分離機は、いずれも一長一短あり、改良の余地があ
った。
　すなわち、特許文献１に記載されている遠心分離は、ボウル（容器）の鍔部を上面板の
下面側にドアパッキンを介して固定しているため、筐体からボウルを上方に引き出すこと
ができず、このため筐体を上部筐体と下部筐体の２分割構造とし、上部筐体側にボウルを
取付ける必要があるという問題があった。
【００１１】
　特に、遠心分離作業は、清潔な環境で検体の分離作業を行うため、容器内の埃等を取り
除いておく必要がある。また、感染の恐れのある血液や体液などが飛散して付着した場合
は容器を取り外し、洗浄を行うことが必要となり、容器を簡単に取り外しできることが必
要である。　
【００１２】
　特許文献２に記載されている遠心分離機は、上記した引用文献１に記載の遠心分離機と
同様な問題に加えて、ロータ室の外側に防護壁を設けているので、部品点数が増加するう
え、装置自体が大型、重量化するという問題があった。
【００１３】
　特許文献３に記載されている遠心分離機は、突起部のためにドアの重量が増大するとい
う問題があった。
【００１４】
　図４に示した従来の遠心分離機は、容器２の鍔部２Ａを上面板５の下面に固定している
ので、上記した引用文献１、２に記載されている遠心分離機と同様に容器２を筐体の上方
に取り出すことができないという問題があった。また、ロータ１１（図５参照）の破壊に
よりバケット１２がロータ１１から外れると、遠心力で水平方向に飛び出して容器２に衝
突し、その衝撃で容器２を二点鎖線で示すように突き破って破壊する。このため、容器２
やバケット１２の破片が容器２内に飛び散り、その一部がエッジゴム４と裏板８との間の
隙間に入り込んでエッジゴム４を突き破ると、機外へ飛散するおそれがあった。また、上
面板５の開口径を容器２の外径より小さくすると、ロータ破壊時の破片を容器２内に閉じ
込め、機外への飛散を防止する上で有効ではあるが、遠心分離後にバケット１２から検体
の入ったチューブ１３を取り出すとき、エッジゴム４にチューブ１３が当たると、その衝
撃でせっかく分離した検体の分離面が混濁することがあるため、その場合は再度遠心分離
する必要が生じるという問題もあった。
【００１５】
　図５に示した従来の遠心分離機は、容器２の外径Ｄを上面板５の開口部の穴径Ｄ1 より
小さく設定して鍔部２Ａを上面板５の上面側に固定しているので、エッジゴム４を上面板
５から外すと容器２を筐体１の上方に容易に引き出すことができる利点を有している。し
かしながら、運転中にロータ１１の破壊によりバケット１２が遠心力で水平方向に飛び出
して容器２に衝突したとき、容器２が外側に変形して破壊されると、鍔部２Ａは矢印１４
で示すように斜め下方向の力を受けて変形するため、エッジゴム４を破断する。このため
、エッジゴム４と裏板８との間のシールが破れて隙間が生じ、この隙間を通って破片が機
外に飛散するという問題があった。また、容器２の鍔部２Ａをエッジゴム４の溝で保持し
た構造においては、ロータ１１の破壊にともないバケット１２が遠心力で水平方向に飛び
出して容器２に衝突すると、その衝撃力により容器２は回転する。このため、エッジゴム
４と鍔部２Ａとの間の摩擦力が大きくなり、回転力によってエッジゴム４が引き千切られ
ると裏板８との間に隙間が生じ、この隙間から破片が機外に飛び散るといった問題もあっ
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た。
【００１６】
　本発明は上述したような従来の問題を解決するためになされたもので、その目的とする
ところは、運転中に万一ロータが破壊しても破片が機外に飛散するおそれがなく、安全性
をより一層向上させるとともに、容器を筐体から容易に取り出すことができるようにした
遠心分離機の容器取付構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記目的を達成するために本発明は、上方が開放している筐体と、この筐体内に配設さ
れ検体を遠心分離するロータを収納する鍔付きの容器と、前記筐体の上方開口部に設けら
れ前記容器が挿入される開口を有する上面板と、前記筐体に開閉自在に取付けられ前記筐
体の上方面開口部を覆うドアと、前記上面板に取付けられ前記ドアの閉蓋時に前記ドアと
前記上面板との間の隙間をシールするエッジゴムとを備えた遠心分離機において、前記上
面板の開口部の径を前記容器の鍔部の外径より大きくし、前記上面板の裏面に容器支持用
弾性部材を取付金具を介して取付け、前記容器を前記筐体内に前記上面板より下方に位置
させて収納し、前記エッジゴムに前記上面板の下方に延在する押圧部を設け、この押圧部
と前記容器支持用弾性部材とで前記容器の鍔部を挟持したものである。
【００１８】
　また、本発明は、前記取付金具の剛性を前記上面板の剛性より低くしたものである。
【００１９】
　さらに、本発明は、前記エッジゴムに環状溝を設け、この環状溝に押えリングを嵌着し
たものである。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明において、遠心分離機の運転時にロータが破壊すると、その破片やバケットはモ
ータ軸を中心にして回転しながら、遠心力により水平方向に飛び出して容器の内壁面に衝
突する。容器は、衝突する破片等の慣性により回転方向の力を受けることにより回転する
。その際、容器の変形が容器の鍔部に及ぶが、鍔部はエッジゴムの押圧部と容器支持用弾
性部材とによって弾性的に挟持されているので、鍔部が変形しても上面板やエッジゴムへ
の影響が少なく、ドアと上面板との間のシールを確保することができる。したがって、破
片がドアと上面板との間の隙間を通って筐体外部に飛散するおそれがなく、遠心分離機の
安全性を向上させることができる。また、容器の鍔部外径を上面板の開口部径より小さく
しているので、容器を筐体の上方に容易に取り出すことができ、容器の洗浄を容易にする
。
【００２１】
　また、取付金具の剛性を上面板の剛性より低くしているので、ロータの破壊時にその破
片等が水平方向に飛び出して容器が破壊すると、鍔部は下方向の力を受けて容器支持用弾
性部材を押し下げる。このため、取付金具が下方に変形することで、上面板およびエッジ
ゴムに対してほとんど影響を及ぼすことがなく、エッジゴムの破損を防止することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明を図面に示す実施の形態に基づいて詳細に説明する。
　図１は本発明に係る容器取付構造を採用した遠心分離機の閉蓋状態を示す側断面図、図
２は同遠心分離機の筐体の平面図、図３は図２のＡ－Ａ線拡大断面図である。なお、図１
では、左半分が運転時のバケットの状態とバケットの衝突によって容器が破壊された状態
を示し、右半分がバケットの停止状態を示している。
【００２３】
　図１～図３において、全体を参照符号２０で示す遠心分離機は、上方が開放した直方体
状の筐体２１と、この筐体２１の上方を覆う開閉自在なドア２２と、前記筐体２１内に収
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納された鍔付き容器２３と、この容器２３内に収納された遠心分離機用ロータ２４と、こ
のロータ２４を遠心分離時に高速回転させる駆動モータ２５と、前記筐体２１の上方開口
部に設けられた上面板２６と、この上面板２６に取付けられたエッジゴム２７と、前記筐
体２１と前記駆動モータ２５との間に介在された防振ダンパ２８等を備えている。
【００２４】
　前記筐体２１の前面板２１Ａは、上部に前下がりに傾斜した傾斜部３０を有し、この傾
斜部３０には、スタートボタン、遠心分離の条件（時間、回転速度等）等を設定するため
の各種ボタン、ＬＥＤ表示装置等（図示せず）を配設してなるスイッチパネル３１が設け
られている。
【００２５】
　前記容器２３は、上方が開放している有底円筒状の本体２３Ａと、この本体２３Ａの上
端開口部に一体に延設された円形の鍔部２３Ｂとで構成され、前記駆動モータ２５のハウ
ジング２５Ａの上部にベローズ３４を介して固定されている。
【００２６】
　前記ロータ２４は、駆動モータ２５の回転軸３６に取付けられた平面視十字状の支持ア
ーム３７と、この支持アーム３７の各アーム部３７ａに２本の支持軸（トラニオンピン）
３９によってそれぞれ回動自在かつ着脱可能に取付けられ検体を収容するチューブ１３が
装填される４つのバケット１２とを備えたスイングロータで構成されている。ただし、遠
心分離機用ロータ２４としては、スイングロータに限らずアングルロータであってもよい
。支持軸３９は、バケット１２の外周に突設されており、アーム部３７ａの先端部上面に
形成されている溝４１に上方から挿入されることにより回動自在に支持される。
【００２７】
　前記筐体２１の上方開口部の周縁部を覆う前記上面板２６は、前記容器２３の上方への
取り出しを可能にする円形の開口部４４を有し、容器２３の鍔部２３Ｂよりも上方に位置
している。前記開口部４４の内径Ｄ2 （図３）は、容器２３の鍔部２３Ｂの外径Ｄ３より
若干大きく設定されている（Ｄ2 ＞Ｄ3 ）。ここで、本実施の形態においては板金の折曲
加工によって筐体２１と上面板２６を一体に形成した例を示しているが、これに限らずこ
れら両部材を別個に製作して上面板２６を筐体２１の上面開口部に溶接等によって接合し
てもよい。
【００２８】
　前記エッジゴム２７は、図３に示すように、内周面に開放する環状溝４５を有する環状
のゴム本体２７Ａと、このゴム本体２７Ａの上面中央に延設された環状のひれ部２７Ｂと
、ゴム本体２７Ａの下面内周縁側に一体に垂設された環状の押圧部２７Ｃと、ゴム本体２
７Ａの上側内周縁に垂設され前記環状溝４５の開口部を覆う折曲部２７Ｄとで構成され、
押えリング４６とともに上面板２５の上面に複数本の止めねじ４７によって固定されてい
る。押えリング４６は、エッジゴム２７の環状溝４５に嵌着されており、止めねじ４７が
挿通される複数個のねじ取付用孔が形成されている。前記ひれ部２７Ｂは、ドア２２の閉
蓋時にドア２２の裏板４８が密接することにより、ドア２２と上面板２６との間の隙間を
シールする。前記押圧部２７Ｃは、上面板２６の内周縁に沿って筐体２１内に挿入され、
容器２３の鍔部２３Ｂを押圧している。
【００２９】
　さらに、前記上面板２６の下面には、例えば６個の容器支持用弾性部材５０が取付金具
５１を介し、かつ開口部４４の周方向に略等間隔おいてそれぞれ取付けられている。容器
支持用弾性部材５０は、図３に示すように断面形状がＵ字状に形成されていることにより
、前記取付金具５１が差し込まれる溝５２を有し、容器２３が筐体２１内に装着すること
により、鍔部２３Ｂを下方から受け止めて支持し、エッジゴム２７が上面板２６に取付け
られ、押圧部２７Ｃが鍔部２３Ｂに押し付けられると、押圧部２７Ｃとともに鍔部２３Ｂ
を挟持する。
【００３０】
　前記取付金具５１は、金属板の折曲加工によって形成されていることにより、水平な固
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定部５１Ａと、この固定部５１Ａより低い水平な弾性部材取付部５１Ｂと、固定部５１Ａ
と弾性部材取付部５１Ｂとを連結する垂直な連結部５１Ｃとを一体に有し、固定部５１Ａ
が上面板２６の下面に溶接等によって固定され、弾性部材取付部５１Ｂが容器２３の鍔部
２３Ｂの下方に位置し、前記容器支持用弾性部材５０が取付けられている。このような取
付金具５１は、上面板２６より剛性が低くなるように形成されている。取付金具５１の剛
性を上面板２６の剛性より低くする方法としては、同一材料で形成する場合、板厚を薄く
すればよい。また、取付金具５１の幅を狭くすればよい。一方、異種材料で形成する場合
は、上面板２６より柔らかい材質を選択すればよい。
【００３１】
　このような構造からなる遠心分離機２０の容器取付構造によれば、ロータ破壊時のエッ
ジゴム２７への影響が少なく、破片が筐体外部に飛散するのを防止することができる。す
なわち、容器２３の鍔部２３Ｂをエッジゴム２７の押圧部２７Ｃと、上面板２６の下面側
に剛性の低い取付金具５１を介して配設した容器支持用弾性部材５０とによって挟持する
だけで、接着剤、止めねじ等を用いて固定していないので、ロータ２４の破壊時にバケッ
ト１２や支持アーム３７等の破片が駆動モータ２５の回転軸３６を中心にして回転しなが
ら遠心力により水平方向に飛び出して容器２３の内壁面に衝突する。すると容器２３は破
片等の衝突による偶力（回転力）によって回転する。このとき、鍔部２３Ｂとエッジゴム
２７および容器支持用弾性部材５０との間には滑りが生じるため、容器２３のみが回転し
、エッジゴム２７には回転が伝わらない。また、破片の衝突によって容器２３の本体２３
Ａが変形して破壊すると、鍔部２３Ｂは下方向の力を受けて変形し容器支持用弾性部材５
０を押し下げる。このため、取付金具５１が図３に２点鎖線で示すように下方に変形する
だけで、上面板２６やエッジゴム２７にはほとんど影響を及ぼすことがない。したがって
、エッジゴム２７が容器２３の回転力によって破断したり、ドア２２とエッジゴム２７と
の間に隙間ができて破片がこの隙間を通って機外に飛散するといったおそれがなく、遠心
分離機２０の安全性を向上させることができる。
【００３２】
　また、ドア２２を開き、止めねじ４７を緩めてエッジゴム２７を上面板２６から外すと
、容器２３を上面板２６の開口部４４から筐体２１の上方に引き出すことができるので、
容器２３を容易に掃除することができる。
【００３３】
　さらに、エッジゴム２７の環状溝４５に押えリング４６を嵌着しているので、エッジゴ
ム２７の変形、破損等を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明に係る容器取付構造を採用した遠心分離機の閉蓋状態を示す側断面図であ
る。
【図２】遠心分離機の筐体の平面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ線拡大断面図である。
【図４】従来の遠心分離機における容器の取付構造の要部を示す断面図である。
【図５】従来の他の遠心分離機における容器の取付構造の要部を示す断面図である。
【符号の説明】
【００３５】
　１２…バケット、２０…遠心分離機、２１…筐体、２２…ドア、２３…容器、２３Ａ…
本体、２３Ｂ…鍔部、２４…遠心分離機用ロータ、２５…駆動モータ、２６…上面板、２
７…エッジゴム、２７Ｃ…押圧部、４５…環状溝、４６…押えリング、５０…容器支持用
弾性部材、５１…取付金具。
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